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10　CPR法による解剖学的指標からの中心溝同

定とfMRIとの比較
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【目的】curvedplanarreformation（CPR）法に

よる解剖学的指標からの中心溝同定能をfunc－

tionalMRI（fMRI）のそれと比較し，その臨床的

有用性を明らかにすること．

【対象・方法】対象は中心溝近傍に病変を有す

る36例とした．MRIはGE梨SIGNA3．OTVH／iを

用いた．CPR画像は3DSPGR画像から作成した．

解剖学的指標としては，上前頭満との関係，invert

n，中心前回と中心後回の皮質厚，頭頂間満との

関係他の脳満との関係を利用した．fMRIはEPI

法にて撮像し，運動賦活は手掌握運動を用いた．

最も賦活された領域に最も近い脳溝を中心満とし

た．

【結果】cpR画像を用いた手法では全例で中心

満が同定できた．fMRIは5例で意識障害のため

施行できなかった．中心満が同定できた症例では

全例両者の結果は一致した．

【考察】cpR法を用いることにより，一枚の画

像で解剖学的指標を観察することができ中心溝同

定が容易であった．特に3．OTeslaMRIを用いる

ことにより，高解像度での3DSPGR画像を取得

することが可能で，より詳細な解剖学的構築の把

握が可能であった．またその中心清岡定精度は

fMRIと同程度考えられた．

【結語】解剖学的指標を利用した中心満同定は，

意識障害等でfMⅢが困難な症例でも施行可能で，

臨床的に有用であった．

11　脳腫瘍における組織所見と術前proton

MRS所見
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【目的】protonMRSは非侵襲的に脳腫瘍の代謝

を検査することができ，術前検査の一方法として

多用されるようになってきた．今回，当院で手術

摘出または生検を行った脳腫瘍患者のうち，術前

検査としてprotonMRSを行った8例につき検討

した．

【対象と方法】対象はglioblastoma3例，aStrO－

cytoma2例，metaStaticbraintumor3例で，術前

検査としてprotonMRSを行った．使用機器は

Siemens Magnetom Visionl．5T．腫瘍部分の

choline（Cho），Creatine（Cre），N－aCetyl－

aspartate（NAA）をmulti－VOXel法にて測定し，

NAA／Cho，NAA／Cre，Cho／Creを算出した．組

織所見を検討し，画像所見と対比した．

【結果】glioblastomaではastrocytomaと比較し

てCho／Creが高値を示し，NAA／Choは低値を

示した．metastaticbraintumorではglioblastoma

と同様の所見を示し，この2着での区別は不能で

あった．

【結語】glioblastomaのproton MRSは，

Cho／Creが高値を示し，NAA／Choは低値を示す

傾向があった．glioblastomaとmetastaticbrain

tumorではprotonMRSの差はみられず，両者の

区別は困難であった．

12　頭蓋骨腫瘍の2手術例
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最近，当施設において経巌した頭蓋骨腫瘍の2

例を報告する．

〔症例1〕45歳，女性．頭部打撲のため他院を受

診し頭蓋骨腫瘍を指摘され，当科に紹介された．

頭蓋単純写では右前頭骨に18×17mm大の円形


